
グローバルエネルギー使用量、グローバルCO2排出量（Scope1, Scope2）、グローバル水使用量および国内産業廃棄物排出量の集計対象範囲

国内CO2排出量（Scope3 カテゴリ1）の集計対象範囲

共通

持続可能な調達活動　SDGs: 8, 12, 15, 17

　本報告書P.88、89に記載した2022年度のグローバルエネルギー使用量、グローバルCO2 排出量（Scope1、Scope2）、国内CO2 排
出量（Scope3 カテゴリ1）、グローバル水使用量および国内産業廃棄物排出量については信頼性を確保するためデロイト トーマツ サステ
ナビリティ株式会社による第三者保証を受けています。今後も環境データの信頼性の向上に努めていきます。

明治ホールディングス株式会社、株式会社 明治およびグループ会社（四国明治株式会社、東海明治株式会社、群馬明治株式会社、栃木明治牛乳株式会社、明治油脂株式会社、道南食品
株式会社、明治産業株式会社、明治チューインガム株式会社、東海ナッツ株式会社、日本罐詰株式会社、明治飼糧株式会社、沖縄明治乳業株式会社、明治ロジテック株式会社）、Meiji 
Seika ファルマ株式会社およびグループ会社（大蔵製薬株式会社）、ＫＭバイオロジクス株式会社、PT.メイジ・フードインドネシア、廣州明治制果有限公司、明治制菓食品工業（上海）
有限公司、明治乳業（蘇州）有限公司、明治雪糕（広州）有限公司、メイジセイカ・シンガポール、ラグーナ・クッキー、スタウファー・ビスケット、PT.メイジ・インドネシア・ファーマシューティカル・
インダストリーズ、タイ・メイジ・ファーマシュティカル、汕頭経済特区明治医薬有限公司、メイジ・ファルマ・スペイン、メドライクリミテッド、アドコック・イングラム
なお、明治ロジテック株式会社については、自社所有の輸送車両に関わる燃料分に限り集計に含めています。
また、国内産業廃棄物排出量については、上記のうち生産系拠点のみを集計に含めています。

株式会社 明治およびグループ会社（四国明治株式会社、東海明治株式会社、群馬明治株式会社、栃木明治牛乳株式会社、明治油脂株式会社、道南食品株式会社、明治チューインガム株
式会社、東海ナッツ株式会社、日本罐詰株式会社、沖縄明治乳業株式会社）、Meiji Seika ファルマ株式会社およびグループ会社（大蔵製薬株式会社）、ＫＭバイオロジクス株式会社の国内
生産系事業所において投入する主要原材料、包装用資材（紙、プラスチック、段ボール、スチール、アルミ、ビン）を対象。

※1 RSPO：Roundtable on Sustainable Palm Oil（持続可能なパーム油のための円卓会議）
※2 MDA：Meiji Dairy Advisory

社会　SDGs: 8, 10, 17

　 人権の尊重

国内グループ全従業員に対して人権教育（e-learningを含む）を
年1回以上実施　[ 明治G 国内 連結 ]

1回実施
（対象人数：約13,000人 / 

受講率：92%）

対象人数 :約2,200人/
 受講率 :84％

1回実施
（対象人数：約13,000人 / 

受講率：90%）

海外グループ全従業員に対して2023年度までに1回以上の
人権教育（e-learningを含む）を実施　[ 明治G 海外 連結 ]

対象人数：約770人/
 受講率：99％

ESGミーティング：1回
ESGアドバイザリーボード：2回

ESGミーティング：1回
ESGアドバイザリーボード：2回

ESGミーティングおよびESGアドバイザリーボードを
年3回以上実施　[ 明治HD ]

半期に1回以上参加した率：
上期92％、下期92％

半期に1回以上参加した率：
上期90%、下期92%。

国内グループ全従業員が社会貢献活動に
年2回以上（半期に1回以上）参加　[ 明治G 国内 連結 ]
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社会課題 KPI
実 績
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● ステークホルダーとのエンゲージメント

● 社会貢献活動の推進

　 人権・環境に配慮した原材料調達

2021年度までに国内グループ会社のサプライヤーを対象にした
サステナブル調達アンケートを開始　[ 明治G 国内 連結 ]

未実施
（2023年度4月から実施）

477回 / 年
累計1,900回

475回 / 年
累計1,423回

17社を対象に実施

未実施

2022年度までに主要海外グループ会社のサプライヤーを対象にした
サステナブル調達アンケートを開始　[ 明治G 連結 ]

酪農家の経営に関する支援活動MDA※2を年400回以上実施および
2023年度までに累計2,150回以上実施　[ 明治 国内 連結 ]

46社を対象に実施

62%2026年度までに明治サステナブルカカオ豆の調達比率を100%へ
[ 明治 連結 ] 42%

90%2023年度までにRSPO※1認証パーム油への100％代替　[ 明治 連結 ] 84%

98%2023年度までに環境配慮紙への100%代替　[ 明治G 連結 ] 98%

エネルギー使用量、CO2 排出量、水使用量、および廃棄物排出量の第三者保証
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